
2023年度（令和5年度）工業用水道事業の予算の概要

2023年度（令和5年度）工業用水道事業の予算の概要をお知らせします。

工業用水道事業

１　業務状況

工業用水道事業の業務予定量は，次のとおりです。

給 水 事 業 所 数 27 か所 27 か所 0 か所

年 間 総 配 水 量 84,418,133 ㎥/年 82,898,559 ㎥/年 1,519,574 ㎥/年

一 日 平 均 配 水 量 230,651 ㎥/日 227,119 ㎥/日 3,532 ㎥/日

主要な建設改良事業 16億8,500 万円 13億1,600 万円 3億6,900 万円

事 項
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２　建設改良事業の概要

とおりです。

○配水管及び施設改良事業【16億8,500万円】

・配水管布設工事（箕沖町）　延長＝300m

・中津原浄水場2系南沈殿池機械設備取替工事　ほか

　工業用水の安定した供給の確保のため，2023年度（令和5年度）に実施する主な建設改良事業は次の

10億7,942万円
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３　財政状況等

（1）収益的収支（工業用水道料金の収納や工業用水の供給などに伴い発生する収入と支出）

差し引きは，2億8,933万円の純利益となる見込みです。

（税込）

収 益 的 収 入

（うち，工業用水道料金収入）

収 益 的 支 出

差 引

（令和4年度）

28億3,113万円 27億4,489万円 8,624万円

2億8,933万円 3億2,047万円 △3,114万円

31億2,046万円 30億6,536万円 5,510万円

（28億7,911万円) （28億2,386万円) （5,525万円)

収益的収入は，前年度に比べて5,510万円（1.8％）増加し，31億2,046万円です。一方，収益的支出は，

前年度に比べて8,624万円（3.1％）増加し，28億3,113万円です。この結果，収益的収入と収益的支出の

事 項
2023年度 2022年度

増 減
（令和5年度）
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2018年度

（平成30年度）

2019年度

（令和元年度）
2020年度

（令和2年度）

2021年度
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工業用水道料金収入

28億7,911万円

補助金などの収益化

1億8,559万円

その他の収益

5,576万円

工業用水をつくる

ための費用

14億795万円

事業所まで水を

送るための費用

8,771万円

料金収納や経営管理

などの費用

2億3,062万円

施設などの資産価値の減少（減価償却費等）

10億3,356万円

借入金の利息

967万円

その他の費用

6,162万円

当年度純利益

2億8,933万円

工業用水道事業収益的収支

予算額（税込）
収入 31億2,046万円
支出 28億3,113万円
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（2）資本的収支（工業用水道施設の建設・改良などにかかる収入と支出）

出に不足する額は16億8,602万円となる見込みです。

　なお，不足額は，減価償却費など企業の内部に留保される資金等で補てんします。

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

差 引

15億5,182万円 3億3,300万円

△14億4,792万円 △2億3,810万円

2022年度
増 減

（令和4年度）

1億390万円 9,490万円

18億8,482万円

△16億8,602万円

1億9,880万円

（令和5年度）
事 項

2023年度

前年度に比べて3億3,300万円（21.5％）増加し，18億8,482万円です。この結果，資本的収入が資本的支

資本的収入は，前年度に比べて9,490万円（91.3％）増加し，1億9,880万円です。一方，資本的支出は，

補助金

1億9,880万円

資金不足額

16億8,602万円

工業用水道施設の建設・

改良のための支出

17億3,241万円

借入金の返済

1億5,241万円

工業用水道事業資本的収支

予算額（税込）
収入 1億9,880万円
支出 18億8,482万円
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(3) 借入金の状況

借入金の残高は，前年度に比べて1億5,241万円（31.8％）減少し，3億2,714万円となる見込みです。
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※2003年度（平成15年度）以降新規借入はありません。
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